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⒀　水稲の品質方式・麦の災害収入共済方式
　一筆方式、半相殺方式及び全相殺方式は収量を補償する方式ですが、収量の減少のほかに品質の低下も補
償する方式が水稲品質方式、麦災害収入共済方式です。

〔具体的計算例〕
　①　加入時の基準生産金額の設定方法と、実績・検査データから、等級別単収の最高と最低を除く中庸 ３

年の平均を算出してその割合を算出します。

　②　１０ ａ当たり基準生産金額の算出は、等級別の価格を乗じて計算されます。

　　　㊟　１㎏当たり補償額は産地銘柄（品種）ごとの等級別単価で、国から毎年告示されます。

　③　共済金の計算方法
　　　〔具体的計算例〕　　　当年産出荷実績　 １ 等米単収４００㎏　 ２ 等米単収３０㎏
　　　　　　　　　　　　　　最高補償割合 ９ 割で選択した割合９割　

　共済金の支払条件は、
　　①　当年産の収穫量が基準収穫量を下回っていること。
　　②　当年産の生産金額が基準生産金額×選択した最高補償割合を下回っていること。

　　　　①　当年産収穫量　４３０kg　　　基準収穫量　５００kg
　　　　②　当年産の生産金額の算出は、
　　　　　　　規格　　　　　単収　　　１kg 当たり補償額　　　　生産金額
　　　　　　　１等　　　　４００㎏　×　　２２１円　　　＝　８８，４００円
　　　　　　　２等　　　　　３０㎏　×　　２１１円　　　＝　　６，３３０円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当年産の生産金額　　９４，７３０円
　　　　当年産収穫量 430㎏＜基準収穫量 500㎏ ･･･ 条件①
　　　　当年産生産金額 94,730 円＜基準生産金額×選択最高補償割合 99,360 円 ･･･ 条件②
　　　　条件①、②とも満たしているため下記により共済金が支払われます。
　　　　③　共済金支払計算　　　　　　基準生産金額× 0.9　　　　当年産生産金額
　　　　　　　減収金額　　　＝　（110,400 円 × 0.9 ＝ 99,360 円）－　　94,730 円�　  ＝　4,630 円　　　
　　　　　　　支払共済金　　＝　　　4,630 円 × 9/9　　　　　　　　　　� 　　　　＝　4,630 円　　　
　　　　＊補償割合は最高補償割合と同率を選択すると共済金は満額支払われます。

規格 単収 １㎏当たり補償額 基準生産金額
１　等 ４９０㎏ × ２２１円 ＝ １０８，２９０円
２　等 １０㎏ × ２１１円 ＝ ２，１１０円
３　等 ０㎏ × １９７円 ＝ ０円
規格外 ０㎏ × １４０円 ＝ ０円

１１０，４００円

５か年中庸３年平均 単収 左の割合
平　均 ５００㎏ １００％
１等米 ４９０㎏ ９８％
２等米 １０kg ２％
３等米 ０㎏ ０％
規格外 ０㎏ ０％
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　　東南部農業共済組合　　　　　　　　東南部　

　　本　　所　〒 028-0542　　遠野市早瀬町 2−4−13　
　　　　　　　ＴＥＬ　0198−62−2556
　　　　　　　ＦＡＸ　0198−62−0216
　　　　　　　http://www.tonotv.com/members/nosai
　　　　　　　　※　組合ホームページからもご覧になれます。

　　気仙支所　〒 022-0006　　大船渡市立根町字岩脇 1−3
　　　　　　　ＴＥＬ　0192−27−5521
　　　　　　　ＦＡＸ　0192−25−0656

　　釜石支所　〒 026-0301　　釜石市鵜住居町 14−16−8
　　　　　　　ＴＥＬ　0193−28−2288
　　　　　　　ＦＡＸ　0193−28−4085

⒁　免　責
　次の場合は、共済金の全部又は一部につき支払われないことがあります。
　 １．通常すべき肥培管理その他損害の防止を怠ったとき。
　 ２．農家が肥培管理その他損害防止について、組合の指示に従わなかったとき。
　 ３．共済事故が発生し、あるいは各引受方式・補償割合に対応する共済金支払対象となる損害があると認
めたにもかかわらず、農家が組合へその通知を怠り、又は悪意若しくは重大な過失によって不実の通知
をしたとき。

　 ４．農家が共済細目書の提出（変更の通知）を怠り、又は悪意若しくは重大な過失によって共済細目書に
不実の記載をし、あるいは不実の通知をしたとき。

　 ５．農家が正当な理由がないのに共済掛金の支払いを遅滞したとき。

⒂　共済金額の削減
　農作物共済制度は、農林水産省、県の指導・監督のもと、組合と連合会・国の三段階による責任分担を行っ
て広く危険分散を図るなど、共済金の確実な支払いができる仕組みを採っておりますが、組合の財務状況に
よっては、共済金等支払いする金額が削減されることがあります。

⒃　個人情報の取扱い
　NOSAI 団体では、農家のみなさま方の個人情報を正しく取り扱うことが事業活動の基本であり、社会的
責務であることを認識し、関係諸法令のほか、組合が定める個人情報保護方針に基づき適切に対応いたしま
す。

⒄　戸別所得補償モデル対策の実施にあたり、組合では共済細目書の情報を市町村（地域水田協議会）に提
　供することとしております。



農作物共済加入方式（補償割合）一覧表

基準収穫量

（基準生産金額）

※別紙「農作物〔水稲・麦〕共済制度のあらまし」は標準版として作成されていますのでご注意願います。
（注１）客観データが５か年に満たない場合には、農政事務所公表の市町村別単収等のデータで欠落年を補完いたします。

一筆方式に比べて災
害時には有利な補償
が受けられます。

損害評価は減収と見
込まれる全ての筆を評
価する必要がありま
す。

局地的な災害では、支
払対象にならない場合
があります。

米のカメムシ被害や、
麦の穂発芽等による品
質低下も含めた最も有
利な補償内容になって
おります。

区分 仕組み

補償割合は農家ごとに
９割、８割、７割のうち
いずれか一つを選択で
きます。

農家ごとに収穫量（筆
ごとの減収・増収は相
殺する）が基準収穫量
の1割、２割、３割を超
える被害があれば共済
金は支払われます。

乾燥調製施設（カント
リーエレベータ・ライス
センター）や農協等より
過去の出荷等データが
得られる場合には、原
則として過去５か年間
のデータを基に設定し
ます。（㊟１）

このデータとは、乾燥
調製施設における計量
結果及び農協等の業
者へ紙袋により出荷さ
れた数量となります。
過去の出荷等データが
得られない場合は、一
筆、半相殺方式と同様
に収量等級で基準収
穫量を設定します。

被害申告された農家に
ついて、見回り調査の
他に、乾燥調製施設に
よる計量結果数量の伝
票調査か、農協等への
出荷数量調査を行いま
す。

過去の出荷等データが
なく収量等級で基準収
穫量を定めた場合に
は、全量把握が基礎と
なりますので、被害の
申告のあった農家につ
いては、筆の被害の有
無に関わらず全筆を検
見又は実測調査するこ
とになります。

災害時には半相殺方
式より有利な補償が得
られます（９割の場
合）。

補償割合は組合員（農
家）ごとに７割となりま
す。

複数の耕地（筆）のう
ち、一筆でも基準収穫
量の３割を超える被害
があれば共済金は支
払われます。

◇基準収穫量とは、そ
の年の天候が平年並
みで肥培管理も通常ど
おりに行われた場合に
期待される収量で、被
害を全く受けないことを
想定した「被害なかり
せば収量」ではなく、平
年的な減収が含まれた
ものとなります。

組合では、その地区に
応じた収量等級を定め
ています。

半相殺（農家単位）
方　　式

（補償割合）
（８割）

耕地一筆ごとに引受
け、一筆ごとの減収に
応じて支払う方式

農家ごとに引受けて、
農家ごとの減収に応じ
て共済金を支払う方式

申告された被害筆を検
見により全筆調査いた
します。

補償割合は農家ごとに
８割となります。
　
農家ごとに２割を超え
る被害があれば共済
金は支払われます。増
収の筆があった場合
は、基準収穫量で計算
されます。

（注２）出荷伝票等のデータが５か年に満たない場合には、農政事務所公表の市町村別単収等のデータ及び農業協同組合の産地銘柄ごとの
出荷規格別の平均割合を基に欠落年を補完いたします。

農家ごとに引受けて、
農家ごとの減収に応じ
て共済金を支払う方式

全相殺（農家単位）
方　　式

（補償割合）
（９割、８割、７割）

農家ごとに引受けて、
農家ごとの減収及び品
質低下に伴う生産金額
（生産所得）の減少に
応じて共済金を支払う
方式。

災害収入共済方式
（麦）

（補償割合）
（９割、８割、７割）

品質方式（水稲）

（補償割合）
（９割、８割、７割）

補償割合は農家ごと
に、９割、８割、７割の
いずれかを最高割合と
して、最低６割までの
範囲内で選択できま
す。

農家ごとに収穫量が基
準収穫量を下回り、か
つ、過去の規格別出荷
実績から得られる生産
金額の９割、８割、７割
に満たない場合に共済
金が支払われます。

選択した割合が９割、８
割、７割を下回っている
場合は、共済金が選択
割合/最高割合（９割、
８割、７割、６割）の割
合で減額されます。

基準となる生産金額
は、農家個々の生産金
額のことで、原則として
過去５か年間の規格別
出荷数量を基に設定さ
れます。（㊟２）

被害申告された農家に
ついて、見回り調査の
他に、農協等の出荷伝
票調査を行います。

※東南部農業共済組合管内では下記の方式・補償割合が選択できます。

補償内容 評価方法

一筆方式

（補償割合）
（７割）

特色

共済金を受け取る機会
は多くなりますが、大き
な災害では、他の方式
より補償が少ない場合
もあります。
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